
市
総
合
計
画
・
後
期
計

画
（
案
）
に
は
、
施
策
の

方
向
と
し
て
、

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
基
本
計
画
を
策
定
し
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望

ま
し
い
学
校
の
規
模
、
施

設
整
備
、
通
学
方
法
な
ど

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま

す
」。主な

施
策
と
し
て
「
小
、

中
一
貫
教
育
の
教
育
効
果

を
調
査
、
研
究
し
、
適
正

な
規
模
や
配
置
な
ど
に
つ

い
て
検
討
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

基
本
計
画
策
定
委
員
会

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

育
基
本
計
画
」
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

第
１
回
策
定
委
員
会
が

６
月

日
開
か
れ
、
委
員

21

長
に
成
澤
和
則
・
朝
暘
第

三
小
学
校
校
長
（
前
市
教）

育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

、

計
画
策
定
メ
ン
バ
ー
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
協
議

会
や
自
治
振
興
会
連
絡
協

、

、

議
会
学
校
運
営
協
議
会

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
の
代
表

者
と
、
小
学
校
・
中
学
校

の
校
長
会
の
会
長
、
学
識

経
験
者
等
で
す
。

第
２
回
策
定
委
員
会
は

月

日
、
第
３
回
策
定

10

30

委
員
会
は
令
和
６
年
１
月

日
に
予
定
さ
れ
、
そ
の

24後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
経
て
、
２
月

日
の
定

14

例
教
育
委
員
会
で
提
案
・

承
認
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
。

て
、
小
中
一
貫
校
に
す
る

に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

藤
島
地
域
に
先
行
し
て

設
置
す
れ
ば
、
鶴
岡
市
に

は
小
学
校
と
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
と
い
う
学
校

の
複
線
化
に
な
り
ま
す
。

藤
島
地
域
で
は
「
小
学

、

校
に
行
き
た
い
」
と
言
っ

て
も
通
ら
ず
、
憲
法
第
26

「

」

条
の
教
育
の
機
会
均
等

に
反
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。都

筑
学
・
中
央
大
学
名

誉
教
授
の
調
査
で
は
、
小

学
校
６
年
の
と
き
に
、
中

学
校
生
活
に
「
期
待
」
と

「
不
安
」
の
両
方
を
持
つ

と
い
う
体
験
が
、
中
学
校

で
の
成
長
に
最
も
力
に
な

っ
て
い
ま
す
（

）

。
図

藤
島
地
域
は
「
中
学
校

、

へ
の
成
長
の
飛
躍
」
が
で

き
な
い
地
域
に
な
る
心
配

が
あ
り
ま
す
。
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６

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

（

）

村
長
雑
感

つ
づ
き

大
正

年
、
納
税
額
に

14

よ
る
等
級
選
挙
が
削
除
さ

れ
た
が
、
女
性
や
生
活
困

窮
者
に
は
選
挙
権
は
な
か

っ
た
。

成
田
信
吉
村
長
（
昭
和

・
６
～

・

）
は
、

13

21

11

温
厚
な
人
柄
で
馬
が
好
き

で
あ
っ
た
。
サ
ラ
ブ
レ
ッ

ド
系
の
栗
毛
馬
で
、
農
耕

用
に
飼
育
し
て
い
た
。
退

庁
後
、
馬
の
背
に
鞍
を
乗

せ
村
内
を
廻
っ
て
い
た
。

時
に
孫
を
一
緒
に
抱
え
て

巡
回
し
て
い
た
。

昭
和

年
４
月
か
ら
婦

21

人
参
政
権
が
認
め
ら
れ
、

現
在
の
選
挙
制
度
に
な
っ

た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず。

選
挙
の
関
心
は
高
ま
っ
た

日
向
定
吉
村
長
（
昭
和

・
４
～

・
３
）
は
、

22

24

教
職
で
あ
り
、
新
堀
小
学

校
の
校
長
を
退
職
さ
れ
た

剣
道
の
達
人
で
あ
っ
た
。

宿
直
の
梁
を
走
る
ネ
ズ
ミ

は
り

を
竹
刀
で
討
ち
取
っ
た
と

い
う
名
手
で
あ
る
。
物
静

か
な
語
り
で
、
鶏
の
飼
育

に
詳
し
い
人
で
、
自
家
で

も
飼
育
し
て
い
た
。

当
時
、
私
も
農
協
に
勤

務
し
、
役
場
と
同
じ
建
物

だ
っ
た
の
で
、
宿
直
室
で

一
緒
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。藤

島
町
と
の
合
併
後
、

、

町
議
会
議
員
に
当
選
さ
れ

副
議
長
を
務
め
ら
れ
た
。

な
お
、
当
時
の
八
栄
島

地
区
選
出
議
員
は
、
川
村

与
助
さ
ん
と
２
人
で
あ
っ

た
。

八
色
木
村
開
村
八
人

衆
（
町
史
上
巻
よ
り
）、

八
色
木
開
村
八
人
衆
は

藤
原
氏
の
子
孫
が
永
住
し

た
と
、
古
老
は
言
う
。

榛
の
木
、
谷
地
、
人
馬

は
ん

の
走
行
を
妨
げ
る
程
の
湿

地
帯
が
、
果
て
し
な
く
続

い
て
い
る
。

朝
廷
は
和
銅
５
年
に
出

羽
国
を
つ
く
っ
て
支
配
し

。

。

た
古
郡
に
郡
を
設
け
て

当
時
の
国
府
は
平
形
で
あ

る
。
そ
の
時
の
い
ず
れ
か

の
役
人
が
、
八
色
木
村
に

住
み
つ
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
、
大
笹
川
の
氾
濫

が
あ
り
、
そ
れ
を
見
に
行

っ
た
先
祖
が
、
足
元
に
流

れ
着
い
た
古
い
仏
像
を
拾

い
、
現
在
も
仏
壇
に
安
置

さ
れ
て
い
る
。

〈
参
考
〉
承
和
４
年
（
８

じ
よ
う
わ

３
４
、
出
羽
国
で
国
分
２

）

寺
の
菩
薩
像
を
つ
く
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

平
安
時
代
の
は
じ
め
、
僧

寺
と
尼
寺
が
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

「

」

市
総
合
計
画
に

小
中
一
貫
教
育

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
、
発
達
的
意
味
を
深
く

鶴
岡
市
総
合
計
画
・
後
期
計
画
（
案
）
に
、

初
め
て
「
小
中
一
貫
教
育
の
検
討
」
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

、

、

あ
り
き
で
は
な
く

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

発
達
的
意
味
を
深
く
検
討
す
べ
き
で
す
。

中
学
校
へ
の
「
成
長
の
飛
躍
」

が
で
き
な
い
地
域

市
教
育
委
員
会
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
、
中
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
小
中
一

貫
教
育
を
実
施
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
街
地
の
ナ

ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
を
す
べ



皆
川
治
鶴
岡
市
長
の
寄

付
不
記
載
問
題
等
に
関
す

る
「
鶴
岡
市
議
会
百
条
委

」（

）

員
会

佐
藤
博
幸
委
員
長

が

日
、
調
査
報
告
書
を

25
自
公
会
派
の
委
員
の
賛
成

多
数
で
決
め
、
一
斉
に
テ

レ
ビ
・
新
聞
等
で
報
道
さ

れ
ま
し
た
。

「
法
に
抵
触
す
る
疑
い
」

で
、
告
発
す
る
の
か
？

報
告
書
は
、
皆
川
治
市

長
が
２
０
１
７
年
の
市
長

選
で
支
援
者
か
ら
受
取
っ

た
１
０
０
万
円
を
、
選
挙

運
動
用
の
収
支
報
告
書
に、

記
載
し
な
か
っ
た
こ
と
が

「
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す

る
疑
い
が
あ
る
」
と
す
る

内
容
で
す
。

百
条
委
員
会
は
、
議
会

が
調
査
で
き
る
の
は
「
地

方
公
共
団
体
の
事
務
」
で

あ
っ
て
、
市
長
が
受
け
取

っ
た
１
０
０
万
円
は
、
自

治
体
の
事
務
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

ま
し
て
委
員
会
が
「
違

法
」
と
決
め
つ
け
る
こ
と

は
で
き
ず
「
法
に
抵
触
す

、

る
疑
い
」
と
す
る
な
ら
、

委
員
会
が
検
察
に
告
発
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

１
０
０
万
円
授
受
は
、

す
で
に
収
支
報
告
書
を
訂

正
し
、
議
会
全
員
協
議
会

の
中
で
、
市
長
が
説
明
し

て
い
ま
す
。

支
援
者
に
返
金
さ
れ
た

１
０
０
万
円
に
つ
い
て
、

公
選
法
に
抵
触
す
る
寄
付

だ
と
す
れ
ば
、
司
法
の
場

で
の
判
断
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
提
訴
の
動
き

は
あ
り
ま
せ
ん
。

政
争
の
具
に

百
条
委
は
、
昨
年
１
月

に
自
公
会
派
の
賛
成
多
数

で
設
置
さ
れ
、
１
年
８
カ

月
間
、

回
も
重
ね
て
き

39

ま
し
た
。

通
常
、
他
の
議
会
の
百

条
委
は
３
カ
月
か
ら
、
長

、

く
て
半
年
で
結
論
を
出
し

調
査
項
目
の
事
実
を
確
認

し
、
意
見
を
付
し
て
終
わ

っ
て
い
ま
す
。

市
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑

は
未
だ
途
上
で
す
。

自
公
会
派
が
百
条
委
を

長
引
か
せ
、
政
争
の
具
に

し
て
い
る
の
で
は
と
疑
わ

れ
ま
す
。

ま
す
。

政
治
資
金
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
共
同
代
表
の
上
脇
博
之

神
戸
学
院
大
学
教
授
は
、

規
正
法
違
反
の
疑
い
で
13

日
に
山
形
地
検
に
告
発
状

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
鶴
岡
市
に
あ
る
事

務
所
の
家
賃
を
、
自
身
が

代
表
を
務
め
る
資
金
管
理

団
体
が
、
毎
月

万
円
を

15

実
母
に
支
出
し
て
い
ま
し

た
。家

賃
が
相
場
価
格
よ
り

高
額
な
場
合
、
差
額
が
公

職
選
挙
法
が
禁
止
す
る
寄

付
に
当
た
る
可
能
性
が
あ

る
と
さ
れ
ま
す
。

と
は
サ
、
期
待
す
る
も
の

が
な
い
と
い
う
事
だ
。

▲
思
う
に
そ
れ
は
、
大
臣

が
代
わ
っ
て
も
国
民
の
暮

ら
し
が
変
わ
ら
ね
～
と
感

じ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
物
価
高
で、

日
々
暮
ら
し
難
い
は
続
く

同
時
に
、
平
和
を
望
ん
で

い
る
の
に
、
ロ
シ
ア
や
中

国
の
動
き
に
危
機
感
を
煽

っ
て
戦
争
の
準
備
を
急
い

で
い
る
事
。
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
で
な
く
紙
の
保
険
証
を。

残
せ
・
の
声
を
聴
け
～
と

▲
だ
か
ら
国
民
は
、
暮
ら

し
や
す
く
し
ろ
、
戦
争
の

準
備
で
な
く
平
和
の
準
備

を
し
ろ
・
外
交
に
力
を
入

れ
、
金
は
兵
器
に
使
わ
な

い
で
福
祉
に
使
え
と
言
っ

て
い
る
ん
で
す
ヨ
。

▲
俺
は
、
汚
染
水

ア
ル

プ
ス
超
え
て
も

汚
染
水

の
方
だ
が
、
科
学
的
と
い

う
処
理
水
で
、
説
明
だ
か

言
い
訳
だ
か
を
し
て
き
た、

外
務
大
臣
を
変
え
た
の
は

。

何
故
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か

ど
ん
な
理
由
に
せ
よ
そ
れ

自
体
、
内
閣
の
損
に
思
え

る
ん
だ
が
（
石
川
）

会
議
事
堂
が
建
設
さ
れ
る

ま
で
残
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。

話
が
飛
ぶ
よ
う
だ
が
、、

敷
地
も
広
い
も
の
で
な
く

近
代
の
遺
構
な
の
で
礎
石

配
置
を
み
る
た
め
㎝
ほ

20

ど
掘
る
発
掘
調
査
も
よ
い

と
考
え
て
い
る
。

同
時
に
初
代
郡
会
議
事

堂
の
位
置
は
、
現
存
郡
会

議
事
堂
の
位
置
か
、
も
し

青
線

く
は
旧
郡
役
所
東
側(

と
推
定
さ
れ
る
の

で
囲
む)

で
、
東
側
も
同
様
の
発
掘

調
査
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。

東
田
川
史
跡
物
語

先
号
の
修
正
と
補
足
②青

山

崇

書
館
が
保
管
し
て
い
る
。

菊
地
新
学
（
１
８
３
２

～
１
９
１
５
）
の
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
は
、
山
形
県
立
図

書
館
の
Ｈ
Ｐ
に
「
菊
地
新

、

学
：
山
形
写
真
帖
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
土
木
県
令
」
三
島
通

庸
は
、
建
造
し
た
橋
・
官

公
庁
・
学
校
な
ど
、
菊
地

を
御
用
写
真
家
と
し
、
85

点
を
巡
幸
の
明
治
天
皇
と

侍
従
長
に
献
上
し
た
。

県
立
図
書
館
保
管
の
も

の
は
侍
従
長
家
か
ら
返
還

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

延
焼
せ
ず
に
残
っ
た
の

で
、
少
な
く
と
も
初
代
郡

写
真
館
主
・
菊
地
新
学
の

撮
影
で
、
現
在
は
県
立
図

期
待
の
な
い
改
造
内
閣

毎
回
内
閣
改
造
が
あ
れ

ば
、
何
も
仕
事
を
し
て
い

な
い
の
に
支
持
率
が
上
が

る
の
を
不
思
議
だ
な
～
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
が
、
今。

回
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う

▲
な
ら
で
は
・
で
批
判
さ、

れ
て
い
る
女
性
の
起
用
は

、

５
人
と
多
か
っ
た
ん
だ
が

副
大
臣
と
政
務
官

人
に

27

は
、
な
ら
で
は
・
を
期
待

で
き
る
オ
ヒ
ト
が
一
人
も

い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ

れ
に
は
、
国
内
だ
け
で
な

く
国
外
か
ら
も
非
難
が
あ

る
と
い
う
が
、
首
相
に
は

男
尊
女
卑
の
気
が
？

▲
各
方
面
か
ら
批
判
が
出

、

、

な
い
よ
う
に
又
着
任
後

適
材
適
所
ナ
ン
で
す
ナ
ン

テ
言
い
訳
を
す
る
必
要
が

な
い
よ
う
に
、
併
せ
て
、

統
一
教
会
で
も
目
立
つ
こ

と
が
な
い
か
身
辺
調
査
も

し
、
し
か
も
改
選
が
あ
っ

て
も
次
も
首
相
に
な
れ
る

よ
う
に
と
、
改
造
自
体
が

大
変
頭
を
巡
ら
す
大
仕
事

な
の
に
、
人
気
が
出
な
い

な
お
郡
役
所
と
裏
の
建

物
の
写
真
は
、
県
内
初
の

鶴
岡
市
議
会
百
条
委
が
調
査
報
告
書

自
公
会
派
の
多
数
で
強
行

加
藤
鮎
子
衆
院
議
員
の
政
治
資
金
疑
惑

岸
田
改
造
内
閣
で
こ
ど

も
政
策
担
当
相
に
就
任
し

た
自
民
党
の
加
藤
鮎
子
衆

院
議
員
の
資
金
管
理
団
体

「
加
藤
鮎
子
地
域
政
策
研

究
会
」
が
、
２
０
２
１
年

に
同
氏
の
関
連
政
治
団
体

か
ら
１
回
の
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
で
２
５
０
万
円

の
支
払
い
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
、
寄
付
に

訂
正
し
ま
し
た
。

政
治
資
金
規
正
法
は
、

同
一
の
個
人
、
団
体
が
パ

ー
テ
ィ
ー
１
回
あ
た
り
に

購
入
で
き
る
金
額
は
１
５

０
万
円
以
下
と
定
め
て
い


